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   教育目標 
☆生き生きとした内川の子ども 
・進んで学び、よく考える子ども 
・思いやりのある、やさしい子ども 
・元気で、たくましい子ども TEL:46-2705   FAX:46-2107 

 社会では、私たちを取り巻く情報環境が刻々と変化しています。昨今「SNS(ソーシ 
ャル・ネットワーキング・サービス)」の利用率が高まり、さらにスマートフォンの 
普及が進むことで、「LINE(ライン)」と呼ばれるサービスが中高生の間で急激に広ま 
っています。それに伴い、社会では「LINE」を利用した犯罪やトラブルが後を絶たな 
い傾向にあります。また、学校内でも「LINE」による誹謗中傷に苦しんだ女子高校生 
が「しんどい」「死にたい」と友だちに相談したあと、マンションから飛び降り自殺 
する事故も今年３月に奈良県で起きています。 
 学校では、学習サポート員の佐藤先生から子どもたちは、情報モラルに関する知識等について学ん
でいます。１２月５日の授業参観では、保護者向けの講演をしていただきました。その内容について
お知らせいたします。 
 
１ 「持たせるか否か」という議論だけでなく、「どう使わせるか」を。 
２ LINE（無料通話アプリ）に起因するトラブルが多発（特に女子）。 
３ インターネットの敷居が下がったことで、子どもたちが無意識のうちに犯罪に手をそめているこ  
 とも。また、被害者になってしまうリスクも高くなっている。 
 (1) 違法意識が薄い犯罪：違法ダウンロード 
 (2) 個人情報の漏洩 
  ① 無料通話アプリの気軽な利用 
  ② ちょつとした「ワル」自慢が引き起こす騒動 
  ③ 個人情報の漏洩（無料通話アプリだけではない） 
  ④ 懸賞詐欺（下記、金銭トラブルにもつながる） 
 (3) 金銭トラブル 
  ① ワンクリック詐欺  ② 詐欺メール（出会い系サイトへの誘導） 
 (4) 適切でない情報への接触：有害サイトへのバナー（様々なページの広告） 
４ スマートフォンは従来の携帯以上にリスクが高い。 
 (1) 悪意のあるアプリが公式サイトにも出回り始めている。 
 (2) 安易なアプリのインストールでスマホをのっとられることも。 
 (3) 「基本無料」をうたっているゲームに過剰な課金。 
５ まとめ 
 (1) 十分な知識を持たない子どもにスマートフォンを与えるのは、自転車に乗れるようになった子  
  どもにバイクを与えるようなもの（子どもをネットの海に出すのは親の責任）。 
 (2) ペアレンタルコントロールを常に意識する。 
  ① 各種フィルタリングサービスの利用 
  ② 家庭のパソコン、テレビ、ゲーム機にもフィルタリングを。 
  ③ 子どもに箱ごと渡してしまうのではなく、その前に親が大切な設定 
        （管理用パスワード）をすること。 
 (3) 児童に伝えなくてはいけないこと 
  ① ネットに流出した情報は絶対に消せない。 
  ② 個人情報はあちこちから漏れる。 
  ③ 「未成年だから」が通用しない（マスコミと違って、実名がネットに流れます）。 
 (4) 子どもたちの知識に追いつく努力をしましょう（「知らなかった」では済まない）。 

 １０月に行いました「携帯電話（スマートフォン）等についてのアンケート」では、内川の児童は
誰も持っていませんが、町内では９３名の児童生徒が所持し、所持率は２１％でした。ただ、「自分
専用の携帯電話（スマホ）を持つことは必要だと思いますか」では、５年生以上の児童生徒２５５名
の半分の１２９名が必要だと答えています。逆に、「お子さまは携帯電話（スマホ）を持つことは必
要だと思いますか」では、２７８名の保護者の７％の１９名が必要だと答えたに過ぎません。持たせ
たくない理由を見ると、「持つには早すぎる」以外では、「勉強がおろそかになる」の次に、「犯罪
やトラブルに巻き込まれるから」が多いようです。内川の児童も、中学生や高校生になるとスマート
フォンを持つようになるのかもしれません。便利さの反面の危険性を、私たち大人がよく理解しなく
てはいけないのではないでしょうか。 



 １２月９日（月）、全校集会で「人権」について子どもたちに話しました。難しい内容ですが、先週
来ていただいた人権擁護委員の方からいただいた「色鉛筆」を渡すために、「人権」について考えるよ
い機会だととらえました。全校集会後には、子どもたちの感想があがってきます。昨年度までは話して
終わりでしたが、今年度は、話したことについてどんなことを考えたか感じたかを書いてもらっていま
す。１・２年生の感想を紹介します。 

 ぼくは、おとたけさんが、しょうがいがあっても、まい日
楽しくいきていることがすごいとおもいます。おとたけさん
は、あんしんしていられるから、うれしいとおもいます。ぼ
くは、こまっている人やいやがっている人にこえをかけてあ
げたいです。 

 わたしは、これからもともだちとなかよくしたいです。こ
まっている人がいたらいっしょにかんがえてたすけてあげた
いです。 

 わたしは、ともだちのことをずっといじめたりしないよう
にしたいです。もしもだれかがともだちをいじめていたらわ
たしは、たすけてあげたいです。おとたけさんは、子どもの
ころから手とあしがないのにいろいろなことをちょうせんし
ていたので、すごいとおもいました。 

 わたしは、さとうまみせんしゅが、あしがなくなっても、
りく上をがんばってやっているのがすごいとおもいました。
わたしも、さとうまみせんしゅみたいにがんばりたいです。 

 ぼくは、さとうまみさんの足がなくても、がん
ばって生きていることが心にのこりました。ぼく
は、これからみんなとなかよく生活をしたいです。 

 わたしは、おとたけさんが生まれた時、手や足
がなかったので、おとたけさんのお母さんとお父
さんは、かなしかったと思いました。自分は目が
見えないとなんにもできないです。耳がきこえな
いと先生や友だちの声がきこえないです。よくテ
レビのニュースで手話をやっています。それも人
けんをまもることだとわかりました。 
 わたしは、ひいばあちゃんのお手つだいをして
います。ときどきひいおばあちゃんのふとんには
いってテレビを見ることがあります。ひいばあ
ちゃんが「いっしょにいてうれしいよ。」と言っ
てくれたことがあります。わたしも「いっしょに
いてうれしいよ。」と言った時に、ひいばあちゃ
んの顔がえがおになりました。 
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